Child Spectators of Japanese Animation in the 1960s:Focusing on Audience Research of Film and TV by 渡邉 大輔














Child Spectators of Japanese Animation in the 1960s: Focusing on Audience 









映画観客数（11 億 2700 万人）、さらに 60 年には映画館数と映画製作本数もそれぞれのピーク（7457
館、547 本）を達成し、映画は文化的・産業的に空前絶後の爛熟を極める。とはいえ、こうした状況
は 60 年代を迎えると激変する。とりわけ 59 年に 10 億 8800 万人に初めて落ち込んだ観客動員数は、
その後も急速な下降を続け、64 年には 5 億人台、69 年には 3 億人台を割り、映画産業はわずか数年
で本格的な「斜陽」の時期に突入する（1）。 
ところで、60 年代における映画産業の退潮の最も大きな要因の一つは、何といっても、映画に替わ
る新しい映像メディアの台頭――すなわち、「テレビ」の普及であった。もとより、53 年 2 月の日本
放送協会（ＮＨＫ）、同年 8 月の日本テレビ放送網（ＮＴＶ）の本放送開始によって本格的に始まる






























































 東映動画は、51 年 4 月に創立された映画会社<東映>が、新興ジャンルとしての商業用アニメーシ
ョン製作を目的にアニメーション製作会社<日動映画社>を買収する形で 56 年 8 月に設立された。数
本の短編アニメーションを製作した後、58 年 10 月に長編第 1 作として、アジア最初のカラー長編ア
ニメーション映画となった『白蛇伝』（藪下泰司監督）を発表。以後、池田宏演出『空飛ぶゆうれい







現在の TBS）放送の『カウボーイ G メン』Cowboy G-Men（日本放送 56～57 年）など実写の海外
製テレビ映画も多かったが、中でも海外製アニメーションは、50 年代の草創期テレビの花形番組で
あった。KRT 放送のフライシャー兄弟の短編アニメーション『スーパーマン』Superman（日本放
送 55～59 年）などが子どもたちを中心に人気を博し、50 年代末の民放連の調査によれば、輸入番組
の内容区分では「漫画」が最も多かった（13）。また、古田尚輝によれば、53 年のテレビ本放送開始時
から戦前・戦後に製作された 40 本余りの国産の短編アニメーションが NHK で放送されていた 。さ
らに、近年では、大橋雅央や津堅信之の調査研究によって注目が集まりつつある、アニメーションに
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こうした中で、63 年 1 月に、手塚治虫が設立した虫プロが、現在国産テレビアニメのスタンダー










が続々と製作される。『鉄腕アトム』放送以後の 63 年だけでも、TCJ の『仙人部落』（～64 年）『鉄







































































































何にせよ、その後、手塚治虫の虫プロは 60 年代末を通じて経営を悪化させ、73 年に倒産。また、
71 年には東映動画のリミテッド・アニメーション（Ｂ作）路線に反発した高畑勲、宮崎駿、小田部
羊一らが東映動画を退社。彼らは 70 年代前半に『アルプスの少女ハイジ』（74 年）などの良質のテ

















 それでは、まず 50 年代のテレビ黎明期からテレビアニメーション開始までの、テレビを中心とし
た映像文化と児童文化との関係を整理しておきたい。繰り返すように、日本のテレビ本放送は 53 年
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分番組『子供の時間』（53～58 年）などその草創期から存在していた。同年には 1 日 15 分、週 6 本
の学校放送番組も始まり、近年の佐藤卓己の研究が示すように（33）、ラジオとともにテレビもその草
創期から、学校児童に向けた「教養のメディア」として子どもたちと密接な関わりを持っていた。子
どものテレビ視聴調査は、58 年から文部省が開始し、当時は平日 3 時間以上視聴する小学生が 36％、






45.1％を占めている。続いて、やはり海外製テレビ映画『ロビンフッドの冒険』The Adventures of 































り」の前身的イベント）として『エイトマン ロボット００７ 光線銃レーダー』、『鉄人 28 号 ミ
































雑誌『放送教育』64 年 9 月号に掲載された小学校から高校まで 100 校の父兄を対象にした調査（実




36.7％を占めた 2 時間が最も多く、翌年の（Ｂ）では 2 時間半を超えるという者が男子で全体の 40％、
女子で 29.1％、1 時間半以下は男子で 23.5％、女子で 32.9％という結果が出ている。対象年齢の範
囲も調査規模もかなり異なるために厳密な判断はできないが、一つの指標として、60 年代半ばの年




Ｑ』Jonny Quest（日本放送 65 年）、テレビアニメ『宇宙少年ソラン』（65～67 年）。女子は『てな
もんや三度笠』、コメディ番組『スチャラカ社員』（61～67 年）、テレビドラマ『グーチョキパー』（64







らに 60 年代後半の（Ｃ）でも、小学 2 年生を対象にしたアンケートで男子はテレビアニメ『ちびっ
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